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景素イ手や一也ツタ壬

カイト（子安D
「僕のエネルギm日　活カ！原動力！」

前号からの続き・・・・

「ありがとう！仲間というものを教えてくれて」

渋谷区立代々木小学校6年IiI名　史織

わき水取りの苦労が役立ったのかもしれな

い。わき水と佐々木先生のサプライズのかつお

節とで作った「バーモント6」。私たちの班のカ

レーは、3班の中で一番、一番おしかった。

2日目のイベントのハイキング。険しい道の

申、みんなで「大丈夫？」と手を取り合いなが

ら乗り越えた未、わき水とはまた違う、甘い水

を飲むことができた。汗を流した後の冷たい水。

とても熱い夏にはぴったりたった。

その後、冷たい川に入った後、都留で一番楽

餞もしみにしていたキャンプファイヤーをした。最

蒲初から盛り上がっていたせいか、声がおかしく
なった。たくさんのゲームをしながら、火の鳥

謹書謹書誓書票諾
いで行ったゲムは、ほとんど「仲間」というも
のを考えさせられた。楽しくて、楽しくて、筋
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肉痛になったぐらい楽しい時間が過ぎているの

を火の鳥は、いつまでも、いつまでも私たちを

見続けていた。

帰る時、悲しさでどっと涙があふれ出た。悲

しくて、都留のみんなが、いとおしくて・・・。

「黄色いハンカチ持って待っているよ」と都留の

みんなは、ずっと私たちに手を振り続けた。い

つまでも、いつまでも・・・

この体験を通して、私は「仲間」の大切さが大

事だと改めて思った。わき水を取る時や、ハイ

キングの時、それにキャンプファイヤー、すべ

ての仲間と言葉を交わしたりしなければ、全部

乗り越えられなかったと思う。あと、都留での

3日間は、とても短い時間の中でいろいろなこ

とを成しとげるため、1秒1秒という「今」を精一

杯生き、今ある現実を受け止め、生活すること

ができた。そのような体験を、これからの生活

に生かしていこうと思う。

都留は過去ではなく「思い出」なのだ。だから

今でもあの時は心の中に残っている。

連絡“間合先　℡（45）6222

宝の山ふれあいの里ネイチャーセンター
開館時間：午前9時から午後4時まで
休館　日：月曜日、祝日の翌日
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